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E E  C に お け る 産 業 内 分 業 、の 進 展  ( 1 % 2年〜 1972年）

佐 々波 楊 子

広域市場形成と産業内分業 

作業計画の概要

地域训,産業別座業内分業指数 

‘EECの域内分業と域外分業の比絞 

择済統合効果と産業内分業 

結び

参考文献

I . 広城市場の形成と産業内分業

戦後の世界経済における最も大きな出来事のつとしてE E C 経済統合があげられよう。域内関税

*̂よ1959年以降漸次撤廃され,域外共通関税の設定とともに，E E C は , 広城市場として世界資息の拡

大と構造変化にさままな影響を及ぼすことになる。 <!；のような経済統合の賀易効果としては，す 
U )  ( 2 )

でにヴァイナー以来多くの理論的分析が行われてきた。

域内関税の撤廃を，域内加盟国からま国よりも低廉なュストで生まされる製品の輸入を促進する

一 方 （貿易創造) , 城外共通関税の賦課によって域外の製品がよりa ストの高い域內輸入品によって

代わられるかもしれない（資易転換) o 従って，域内関税の撤廃と共に域外共通関税の水準と構造，

域内と域外諸国の生産コス卜の推移 , 各財の生産及び輸入弾力性#の組合せいかんによってさまざ

* 本稿は廣應義盤大学学事援興資金等の援助により|^者が浪ロ登と3 年間にわたって行ってきた産業内分業についての共 

, 同究の一部である。従って本稿の2, 3は，主に浜ロが担当した。す で に 々 波 （1973年) , 佐々波 . 浪 ロ （1976年：)は， 

先進国の工業製品貿易の拡大が産業内分業を中心とするものやあることを明らかにした。本稿では1960年代の贸易障壁の 

撤廃による広域ホ場の形成と，所得水準の向上による消費需要の多様化が先進国間賀身-を飛躍的に拡大したモデルケス 

として，1962年から1972年の E E C加盟5 ヶ園の貿易をとりあげる。製品輸入の拡大が求められている日本贸具にとって 

も参考になる点が多いと思う◊

これらの研究り過®でうけた学内，学外の方々の適れ有益なアドバイスと，特にアジア経済如 II?松并得ま子氏の仰 

協力に深く感謝する。 :

注（1 ) V in e r〔195p年):■

( 2 ) 経倚統合風論の学説おめ展日としてはMacMup [；1977年〕を参照されたい。 また最近の公共財の概念をもちい，世 

界的斑摸の広域市場よりも地域レペルめで適正規模ホ場の方がその提供が容易である点から，地域統合の® Ih付けをね 

う新しい考え方はCooper〔1ボ(坪 ：）に詳しい。 '•
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注（3 ) 196(Kr•代はEEC加盟国を含め世界各国がきわめて高い成長を樊現した時であり，EEC各国の贸易の拡大及び構造变 

化も箸しいものであった。この構造変化のうちどれだけをE E C 加盟による货HJjli域いは貿易転換効果とみるかはき 

わめてむずかしい。しかしいくつかの研究は，各pa別成いは密業別に疑剑IU効振，货各!/転換効架の計測をこころみて 

いる。これらの計測結果ををりあげ評価することは次の機会にゆずり，最近の主な論文名をあげるにとどめる。Kreinhi 

(1974ィj O ,で]:.uinan (1975^p), Resnick and Truman Balassa (1975勾i) ‘

. (4 )  Prewo, W , (1974) p. 392. .

(5 )  Balassa (1976i|i),化々波♦浪ロ（1976ホ）に評しく述ぺたので参照されたい。

(6 )  Grubel & Lloyd (197嫩 .

一—68(^55)一—'一

「三m学会雑誌」ア1巻 2 号ひ 978ギン月）

まな貿易効果が考えられる0 E g C 結成20年の経驗は， このような統合効果が実際にどのように展 . 

開してきたかについて多くのデータを提 供 す 賀 易 創 造 と 贸 易 転 換 効 果 は 国 に よ っ て 異 な り ，各 

国の贸易構造は商品別にも地域別にも大きな変容をとげてきた。

E E C 結成後の賀易構造变化のうち， もっとも顕^ なものは域内貿易創造と，それに伴う工業媒 

品質易の拡大である。 プ レ ウ ォ ー ( 1 9 7 4 4 )によれば， 1959年から 1970年の域内賀易創造効果のう 

ち，実に90パ 一 セントが工業製品貿易の拡大によるものである。 またバラ .ッサ （1975年）は，域内 . 

工業製品貿易の拡大が，各商昂について，主要輸出国のシュア拡大という型態をとらず，むしろ各 

国の輸出商品構造が類似してきたことに注目した。伝統的な賀易理論によれば，貿 易 障 壁 撤 廃 に  

よって，各国の比峡生産費差は顕在化し，国内では比較あ位産業から比較® 位産業へと生産要素の ' 

終転が行われるので，比峡優位をもつ国のシエプは拡大するはずである。 しかし EEC  5 ケ の 域 , 

内賀易は， このような展開をみせず， 5 ケ国の91産業について域内輸出をとり，輸出額の大きさに 

よる各国の順位相関は， 1958年から1970年にかけて上昇した。つまり，域内関税の撤廃による域内 : 

工業製品質易の拡大は，各 S の輸出構造の類似化を俘いながら進行したのである。 このことをバテ 

ッサは,）従来の産業間分業よりも産業 r tでの分業が進んだためであると結論している。 グルーべ 

ル ' . ロイドの^、 もまた， E E C 域内貿易では産業内分業の総資易に占める比重がきわめて高い

表 1 E E C 域内貿易と産業内分業* * * 1959年，1967年 100万ドル

1959年 1967年 ’

貿 と (1)
産 業 内 :̂  
分 業

(2)

総 賀 易
(1)/{2)

%

_  (4)
産 業 内 * 
分 業

(5)

総 資 易

(6)
(4) 1 (5)

%

ペルギー • ルクセンプルグ 1,920.1 3,025.5 63.5 6,137.9 8,425.3 72.9

オランダ 1,758.0 3,073.6 57.2 5,679.0 8,550.3 66.4

西ドイツ 2,499.6 4,972.0 50.3 8,969.8 14,577.8 61.5

フランス ,1,695.4 2,856.5 59.4 7,316.5 10,074.2 71.6

イタリア 626.4 1,682.7 37.2 4,166.1 6,762.8 61.6

合 , 計 8.499.5 15,610.3 54.4** 32,269.3 48,390.4 66.7**

■X'"*…域内輪出
* j 国の産寒内分業は〔S 一 I X u- M u 1〕 M ...…域め輪入

** 5 ケ国の城内貿各;rて•占めるシアによろ加fli[平均値。

林* SICT 2祈分類による。

資科 Grubel & Lloyd (1975年）136頁 Table 9 .1 ,
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E E C における産業内分業の進展(1如2キ:~1972年:)

.ことを示している。しかも E E C 結成後の1959年から1967年にかけてその比Igは增大してい
C7)
る。 '

グ ル ー ベ ル . ロ イ ド は , 域内関税の段階的撤廃の始まった1959年から1967年までの'E E C 5ケ国の 

.産業内分業の域内総贸易に•占めを比重をSITC 2祈の品目について求めた◊第 1表をみると，EEC 

結成以前においても，これら5 ヶ国問では産業内分業がかなり行われていたことがわかる。産業内 

分業の総貿揚に占める比重は，1959年にすでにイタリアをのぞく他の4 ケ国やは半分をこえ，こと. 

にベルギー•ルクセンブルグでは63.5 %に達している。その後の域内関税の段階的引下げに伴い， 

1967年までの間に吏にこのような比重が高まったととは明らかである。ことにイタリアでは1959年 

に37.2 %であったのに対し，1967年には66.7 %へと増している。1967年には，産業内分業の域内総 

貿易に占める比®は加盟5 ケ国のすべでで60%をこえ，平均66.7 % となった。
. (8)

バラッサやグルーベル•ロイドの分析が示したE E C賈易 の 特徵は先進国間 の 国際分業メ力ニズム

,から考えて，ある程度予想さH るものではあった。先進国における所得水準の向上は，消費需要の

多様化をもたらし，プランド，デザイン，素材といった非価格要因が価格と.ともに重要な差別的商.

品への需要が増す。従って，所得水準の相似た国の間で向種商品ではあるが，プランド，デザイン

等の異なった差別的商品の相互取引が増大する。1960年代の交通，通信, 運輸技術の発達に加え，

.域内の資本自由化は，各国の: 業に国境を超えた適正な工業立地と販売網の確立を促した。そこで

同一産業であっても，一つの国では特定の生産工程や，特定の部品，機種にしか特化しない場合が 
(9 )

出てくる。 E E C のように賀易と資本の自由化が同時に進行し，しかも1960年代の各国経済成長率 

が高く，所得水準の锋差も縮小した広域経済圏には，このような条件があてはまる。その結果，同 

一産業の製品を相互に取引きする分業が増大する。

経済統合が産業配填チの適正化や','広域市場を対象とする生産規■模の掀大を促し，産業間分業によ 

る相互貿易を増大させ貿易創出効果をメ主んだとすれば,域内諸国間の資源配分の効率化というネで 

大きなメリットがあった。しかし，世界全体への影響をみるには，次に域内関税の撤鹿と同時に進 

行した域外共通関税の賦課が，域外諸国との分業闕係にどのような影響をもったかということをみ 

なければならない。域内の賀易創造効集力';域内での産業内分業とい‘う型をとり，域内相互資易が拡 

大する-1方，域外には賀易転換効果が生じたとすれば，世界総貧易の拡大に対してはマイナスの効 

来をもつものといえる。

注（7 ) 域内閲说は1%8̂ ?1ニ7 月に全廃されたので，この期問は域内贸易力;[im面で広域経済(Si内の取引へと移行する時期にあ 

たる0 ■

( 8 ) 先進国IISJ国際分業のメカュズム及び産業内分業については佐々波（1973年）佐々波♦浪ロ（107(3年）に詳しい。

(9 )  M ach lu pは （1976サニ）の中で， f分業には工場問の分業,企業|lSiの分辕， 鹿業の分業あり，この他に技術的速 

関や相a 閲速のすぶい舆なった財を生まするにあたゥてのより一般的な分業がある《市場め:k きさが分業の程度を制約す 

るということは炎際的であり, しかも班IM-しやすい

— 69(159) —



【三m学会雑誌j 71卷2号（1978ギ4月)

本研究の目的は，まずE E G の組済統合が加盟5 ケ国の産業内分業の水準と，そ0 変化にどのi: 

うな影響を与えたかをみることである0 このために， E E C の域内貿易での産業内分業指数'と, 域： 

外他地域との場合を比絞する。1964年以降は, ケネディラウンド関税一括引下げの結果，域外共通- 

関税の引下げが行われ， アメリ力の対E E C 直接投資も盛んに行われた時期にあたる。従って，城 

外地域との産業内分業もかなり進んだことが予想される。 .

★に経済統合による貿易創造効果が産業の域内適正配置によV；?てもたらされたのか，すなわち域； 

内で生産工程別特化や特定品種への特化が行われ，一国内ですベての工程や沙種をつくる非効率的 

な生産が域内輸入に切りかえられ* 賀易創造効果が生れたのかを分析する。ここでは特に域内賀易 

創造効果の大きかった産業をえらび，賀易創造効果と産業内分業との関速をみる。

E E Cの域内貿易では，産業内分業の比重が高く，しかも域内闕税撤廃後吏に増加していることは,, 

バラッサ，グルーベルの研究から明らかである。しかし，これがどれだけ共同市場結成によるもの 

かははっき:りしない。1959〜1970年にかけ輸入品の国内総供給に占める割合は，域外輸入について
(1の

も増大している。グルーベルは，第2まのほかE C 加盟5 ケ国の総貿易についても産業内分業指数 

を計測している。しかし，この総貿易についての1+測は，SITC 3衍分類について行っており，域： 

内の指数が2格であるため，直接これを較べることはできない 1^)またすでに述べたように，産業内. 

分業は工業製品貿易について予想される分業形態であるから，第一次産品輸出国を含めた総貿易と 

工業製品輸出国である加盟国との域内取弓Iを直接較べれば，総贸易の産業内分業指数の方が当然低. 

くなる。域内関税撒廃の効果をみるには，同じようなエま製品輸出国で，しかも城外の国々との産： 

業内分業指数を校べる必要がある。

産業内分業の進展は， E E C の域内貿易についてことに顕著にみられるが，他の先進工業国につ. 

ていも1960年代に比重の増大がみられる。例えぱ，バラッサ（1975年り，パゴラトルとソーレセソ 

(1975年)の研究は，いずれも1960年代にアメリ力合衆国でも産業内分業が進んだことを示している。, 

しかしバラッサは，アメリカとE E C 諸国を較べれば, アメリカの方が低く，この差が産業内分業 

による域内賀易創造効渠ではないかと推論してい 

賈易創造効果.と産業内分業についてこの二つの関連を直接とりあげた研究は，これまで行われて

注( 1 0 )例えば，Kreinin '(1974年）p. 37,第3.5ま参照。

(11)グルーペルの座業内分業指数は，集計段陪のちがいによって次のような差が生_じる。
»'分親を]IIにメに細分照した場合の輪出を力ん輸入を恥yとする。 J

i 分類のもとでの迷:業内分業指数y9/は

B, ニ S/ (XQ- + M7)- I S/X/y - I パM
グ E/ (JCi,キMif) ： ' XIW

•/',分類に細分化した楊合, 上記のの分ほは变化しないが，分子は

となり，J 分餅の方が産業内分業衍数は，小さくなる。 評しくはGfubel (1975律）p. 23参照。
(12) Balassa (1975{{i) p. 111-112. .
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E E Cにおける産業内分業の進展(1962年~1972年）

いない。ただ次のようなま実がこれまでの諸研究から明らかになっている。まず第1表によれぱ， 

段階的域内関税撤廃が開始した1959年にすでに域内諸国内の産業内分業がかなり進んでいたベル 

ギー • ルクセンブルグ , フランスよりも，イタリアの方が1967年までの産業内分業の比® 増加は箸 

しかった。 プレウオ（1974年） の1959年から1970年までの貿爲創造効果の計測によると，域内貿易 

創造効果はイタリアが5 ケ国のうちもっとも大きい。トルーマン（I976年）の産業別貿易創出効果の 

計測によると，域内及び域外の貿易創出効果は産業によって異なり，域内貿易創出効果がことに大 

きいのは，衣服及び靴，輸送用械，金属，金属製品及び械，化学及び'ゴムである。

•加盟5 ヶ■のうち，1960年代のイタリアの域内賀易創造効果がもっとも大きく，しかも産業内分 

業が進んだのは，統合前の関税水準が5 ヶ国中もっとも高かったことから，これまでの産業保護が 

除去され，資源の効率的な利用が促進されたためと考えられる。また域内賀愿創造効果の大きかっ 

た衣料及び靴，輸送用機械は，Vソダー仮説（1961年）による差別的商品の概念にもっともよくあて 

はまる商品である。域内貿易創造効果のもっとも大きなイタリアで産業内分業も大きく進展したし， 

また域内貿易創出効果の大きい産業は，産藥内分業を説明する有力な仮説であるリンダ一説の条件 

にもっともよくあてはまる差別的商品を生産する産業であった。しかし，より直接に域内，或いは 

域外の貿易創出効果が産業内分業によってもたらされたかどうかまでは, 研究が進んでいない。

次享以下では，加盟5 ヶ国の産業内分業指数の水準と，そQ 変化を地域別,商品別に分析するこ 

とにより，広域市場の形成効果と産業内分業の関連を明らかにする第一段階としたい。

2, 作 業 計 画 の 概 要

前享で述べたように，本研究の目的は経済統合がE E C加盟5 ケH の産業内分業の水準及びその変 

化にどのような影響を与えたかを分析することにある。このために，前回の佐々波.浜ロ（1976年）

は一時点の産業内分業指数を求めたが，今回は1962年と1972年の2 時点についての比較を行う。
/

1962年を初期時点として選んだのは， E E C 城内関税の引下げ及び共通関税の設定が1959年以陈 

段隙的に行われ，関税引下げ効果が生達及び賀易構造にあらわれるまでのタイムラグをはぽ3年と 

仮定したためである。.また1973年にはイギリスその他4 ケ国の加盟によって拡大E C となったほか, 

石池ショックの影響が賈易データにあらわれ，分析に適さなかったので，その前年の1972年までと 

し，1962年からの10年間を分析期間とした。

-産業分類はS J T C 4衍を基本とし，3祈，2析, 1衍にっいても，それぞれ産業内分業指数を求 

めた0 '

産業内分業指数は，バラッサ式，グルーペル式，佐々波*浜ロ式，をそれぞれ求めた。しかし， 

このうちグルーペル♦ロイド(1975年)がもっとも詳細にE E C諸国わ産業内分業指数を1959年〜196ク

----- 1 ) ---------------
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年について求めており，本研究をこれと比較することによって，1959年〜1972年までの長期間にと

たる分析も可能になるというメリットから，本研究でもE E C についての詳しい分析にはグルーべ

ル .ロイド式をもちいた。グルーベル， イド式の産業分業指数は，次のように表わされ‘る。

ル ニ レ ー L ^ ln M l iU lO O  'ル … 、産業の輸出 
ル ス 丄 r i •リリ M i……メ産業の輸入

である。 .

E E C 加盟国は, 西ドイツ, フランス, イタリア, オランダ, 及びベルギー•ルクセンプルグの

.5ヶ国であり，輸出入相手地域は次のように分けた。 ’

Area I ...上述の域内5 ヶ国 '

Area JL ."...Area I 以外の先進工業国（オーストリア，デシマーク，アイルランド，ノルゥュ一， 

スエ一デン，スイス, イギリス, アメリカ, カナダ及び日本である）

Area ffi……共産圏諸国 .

Area V ...Area I , Area I E以外の非共産圏諸国 .

Area V ……世界 計  ，

もちいたデータは,.O E C D  Foreign Trade Statistics Series C である。‘：

3を地域別，産業別M 業内分業指数

第2表は，E E C 5 ヶ国のSIIC1祈についてArea I, Area H, Area F, Area Y の産業内分
(13)

業指数を1962年と1972年で較べたものである。産業内分業指数が1962年から1972年にかけて上昇し

ているケースは，Area I では全体の53%, Area冗では全体の49%, Area F で全体の75% であ

り， E E C が先進地域のみならず発展途上国との貿易関係についても産業内分業をすすめつつある 
(1り

ことがわかる。ただしArea ]yの水準はArea I, Area H に較べれぱ著しく低い。

E E C  5 ヶ国のA r e aエと Area F の産業内分業指数を較べると，その差は更にはっきりすを。 

1962年については，全体の90%以上の指数がArea I の方がArea F よりも高く， 1972年につい 

てもほぽ同様である。Area'互とA r e a I Vを較べても同様である。.従って，Area F の産業内分 

業指数は，発展途上国のエ藥化と工業製品賀易の拡大によって上昇はしてはいるが，現時点での産 

藥内分業はArea I と Area 1 [ といった先進工業国を中心としたものであることがわかる。

各国別に1962年と1972ギの比岐を行うと，西ドイツではA r e aエ〜Area Wまでの36ケ…スのう 

ち，73%の廣業内分業指数が上昇しているはか，他の国では，上界，下落はぱ半分ずつであり，地

注ひ3) S I T C 1街は非僻に多様な商品を合むので, 産業内分業指数としては問題がある9 従って，ことでは"^般的傾向を 

槪観するにとどめる♦ .

(1 4 )統計.（0<''̂ 8)x5 ニ 45, 45ケースのうちにfljめるバぃセントである。 ■

—— 12{162) ——
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E E C における産業内分業の進展C 1 9 6 2年~ 1 9 7 2年）

域別，座業別のより詳細な分析が必要である。 . 

産業別では，Sr f C O〜4類にくらべ:1：業製品である5ん8類の方が1%2年，1972年ともに一般 

に高く，産業め分業は工業製品を中心としている。

4. EECの域内分業と域外分業の比較 .

第2表の分析は，産業内分業がS1TC 5類から8類という工業製品貿易について行われる分業型
ひ5) ■

態であるという，これまでの多くの分析結果を裏付けている。また貿易相手地域をArea I から 

Area V までに分けたことによって，また朱進国地域であるA r e aエとArea H の産業內分業:指 

数はともにArea Wよりも高く, 先進国間貿易の場合の方が高いことが明らかになった。 

同じ先進国地域であるArea I とA r e a冗について，いずれの産業内分業指数が高いかは，産 

業により国によっても異なり，S I T C 1祈分類でははっきりしない。そこでA r e aエと Area H

表2 E i e c の地埃別，ま*別進業内分'» 指数

S
1
T
C

A re& l A r e a i l A re a l/ 世 を

1祈 1962年 1972^ 19S2年 19?物 . J% 2年 1972^- 1972^]^

0 80.84 63 98.64 86 .79 54.05 60.87 81.20 88.58
64.301 22.42 76.39 2 ^ .63 17.82 33.20 72.20 85.22

2 45.50 54.66 5 4 .5 5 ' 39 .08 12.69 22.88 5 9 .4 / 69.65
3 42.96 65.07 7 4 .eo 51.46 27.25 3 .67 38 .6S 28.33

フランス 4 84.59 7 1 .78 25.09 75.51 32.16 47 ,33 38.97
78.04

56.87
5 92.61 84.40 96.94 00 .54 27.80 2 1 ；93 94.72
6 91.29 85.26 77.63 81 .73 35*92 V4.24 73.12

89.537 94.05 89.45 73 .38 83.34 2 .51 12.10 83.54
8 01.64 88.41 69；10 89.39 7 .16 52.76 68.83 97>.49

0 15.99 45.00 19.83 52.28 6 .05 16.04 13•&4 39.27
X 26.97 31.53

78.62
38. 60,50

28.20
15.03 21 *43 26,90

^ . 6 5
40.48

2 71;49 27.40 7 •&2 15 .9$
1 1 ^ 1

218.01
3 45,45 90.14 85.96 ^4 .79 16,81

^ . 6 3
82.37 49.69

® ドイツ 4 68.54 77,90 61.69 84 .34 3 分，36 43.84 79*39
5 02.68 86.87 69.05 64•ゆ 

83.76 
61.25  
79.67

10.9$
79.27

1*49
39.51

1 5 .4 i 50,43 63*33
6
7

04.23

54.17
9-i.Ol

90.51
74.14
87.72

90.89
50 .52
63.09

94 .
9 .1 0

87.71

92.99
39.32
70.81

97.75 
51 .08  
9 6 .M

0
1

56.13
55.34
43.8*1

57.17
63 .20
86.33

8S.49
61 .83
25 .04

71,25
76.43
22.14

23.83 
47-40 
も‘62

27.75
^ . 3 4
I5 .a a

89 .63
86.60
21,45

49.70  
6Se92 

2 3 ,U
8 84,12 64.58 94.22 59:04 53,45

4 .74
22.02 48 .78 44.13

イクリア 4 42.17 56.26 5 0 .$6 0 ^ .7 6 12,93 1 8 .1G 37.30
5 63.37 67,17 57.59 77.39 17.34 24.53 95.90 87.70
6 71.08 88.85 93 .08 86 .16 e4.52 81 ,33 96.80 89.25
7 80,36 95:46 71 .03 86 .69 3 .53 11.50 91.43 7 3 .W

53.55 33.34 41.33 36.87 10.38 24.57 43.56 37.64

0 27.50 43 .45 94 ,00 92 .70 32.91 74 .33 74.10 7 2 ,7石
1 77.66 97.62 88.61 90.91 74.61 74.61 04.40 95.43
2 77.06 62.95 70.20 51.26 23.4S 36.99 72.87 87.50
3 74.28 25.12 5C-,3S 32,67 29.93 26.44 87.90 95.61

^ . 9 3オランダ 4 49.74 65.57 04.55 65.48 88.2d 71 .46 92.07
5 88.70 78.58 S9 .19 05.07 20.01 23.62 88.07 73.43
6 69.09 87.40 9-1.65 91.72 42.74 79.94 S4.38 91.31
7 46.99 74.80 6-1. 89 . SO 33.78 21.76 79.59 91.09
8 80.24 7 ? .97 07-40 77 .83 65.02 92 .66 82.08 77.79

0 96.01 9S.94 39,50 i3 .75 . 32,11 66,51 62.11 90.59

X 73*71 70.42 5 ,47 7 .43 11.22 12.21 48.44 66.11
2 89 ,7^ 84.31 61.06 36.31 13.06

23.41
57.59 55.<)9

ベルギー . 

n*クセン力

3 59.72 33.88 $6 .22 47.35 27.02 63.04 45.66
4 91.23 80.43 80.22 18.38 37.52 30.10 72.52 66.77
5 71.23 92.53

05.13
97.81 90. G3 8 .87 20.19 01,82 87.36

e €0,77 C0.74 73.91 80.94 99 .26 e4.83 71.36
7 77.66 85.21

09.32
49.36 84 .48 6 .99 18.67 79.36 91.93

8 05.59 031.36 95.41 28.40 72.81 08. S7 97.90

• 乂■ニ》'財fmis 
バド£ Jit惊入

(2)Area I ，' • チあめ ‘

r e a n … オーストリア，デンマーク, アイルランド，メルウェ- 

スウエーデン, スイス，イギリス，アメリカ*f t衆I S , : 

十ダ, nホ
A re a IV *- A p e a I, A r f iaH 及レ典産旧さg fflを除くその他地成

の坡較はより詳しいSITC 3析の産業分類で行った。差別的工業製品の貿易は同程度の所得水準

>±(15) パラ ッ サ （1976.《1:0,グル" ペル♦ ロイド（1975年)。

、 ■■- 1Z(163)

き . ' 、 けすデぐ,こ-̂.-、 ロ^ ^ ^ 在 ゃ ふ ぐ ^ ^ ^ 職 •
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の国の間でおきるとするリンダ' からすれぱ,同じ先進国グループに嵐するArea I とArea H

が域内関税の撤廃と域外共通関税の賦課という異なった閲税政策のもとで賀易取弓Iを行った結果，
(17)

産業内分業の水p と進展にどのような差異が生じたかを，第3表と第4.表でみることにする。

分析の初期時点として逃んだ1962年は，域内関税撤廃を40%達成し，域外共通関税への接近が全 

体の30%まで進行した時期にあたる。1972年には加盟5 ケ国から9 ケ医!へと拡大した。また 1962 

年から1972年という期間内に1967年に最終的な妥結をみたヶネディラウンド関税引下げによって， 

域外共通関税は1968年かち1972年までに5段階にわたり28〜38%引き下げられだ。域外共通関税は 

加盟国関税率の算術平均に定められたため，品目ごとの関税格塞の是正が同時に行われた。EEC 

結成前に高関税国であったイタリアやフランスにとって，加盟は城内域外に対する大幅な貿易ま由 

化を意味した。つまり1962年から1972年という分析期間はEECの初期効果が明らかになり，域内の 

みならず域外に対しても，自由化が同時進行した時期にあたる。第 1表の1袍分類によれぱ，産業 

内分業は5類から8類の工業製品貿愿を中心としたものである。そこでまず 6類〜8類をS1TC3 

衍まで細分し，102産業について加盟5 ゲ国の産業分業指数をA r e aエとArea I[について求めた。

第3表はSITC 5〜 8類の102産業について産業内分業指数が50をこえる産業数を5 ヶ国についX 

A reaエとArea I I に分けてまとめたものである。その結果， 5 ケ国とも1962年から1972年にか 

けて，Area l と Area I I の両地城で産業内分業指敦が50以上の産業数は増加し，産業内分業が，

表3 EEC 5 ケ国のま業内分業の進展1962年 1972年 
(SITC 5~顿 の 3祈分類による102産業のうち産業内分業指数/9,'が50をこえる産業数*).

フランス 西ドイッ ィタ リア オランダ
ルギー*ル 

クセンプルグ

1962年 1972年 1962年 1972年 1962 年 1972 年 1962年 1972年 1962 年 1972年

Area I
(102)

75 85 66 86 51 64 65 76 64 72

Area H
(102)

54 61 63 67 42 55 59 65 47 64

■ 計
(204)

129 146 129 153 93 109 124 141 111 136

*産業内分業はE[(ズi. + MO ~ \ Xi - Mi \ であるから産業内分菜指数がSO以

上の産業とは輪11}入合針のうち産業内分業力’、50%をこえる查榮である。

( ) 内は総産業数

域内，域外共に進展したことを示している。しかし，50をこえる産業数を1962年と1972年のそれぞ 

れについて，Area I とArea H で比較してみると， 5 ヶ国共にArea I の産業数の方がArea]! 

よりも多く，域外先進諸医!との産業内分業も進んだが，水準としては域内諸国との問の方が高く，

注(16) Linder (1961卸:)*

(1 7 )あわせてECの域外贸易に対する開放性といった点も务えてみたい

— 7A{164) ——

號 雄 '*海 斌 赠 緣 織 '^磁 y•微細ぢ银ま縦を激繊傲,き觀おy驗 桃 # My滅 躲 !K-ま: ホれ、ネポ>ホ:滅 ^ i i i i



E E C における業内分業の進展 (1962年- 1972年）

グルーペル. ロイドひ976年〉，バラッサひ976年）の研'究にみられた1960年代中頃までの想向は， 

1972年まで続いている。

この点は，第4表によっても明らかである。第4•表は，各国の産秦内分業指数の水準がArea I

と Area I I によって異なった値をとる力、，第3表と同じSITC5〜8類の102産業について，1962年

と1972年の相関係数を求めたものである。その結果を第4表3欄にみると，1972年のフランス；•西
(18)

ドイツを除く 7つのケースで，Area I の産業内分業指数とArea I のま業内分業指数の間には有 

意り相関がみとめられる。すなわち，Area I について産業内分業を行っている産業はArea 1[に 

ついても筒じことがいえる。次に Area I の库業内分業指数1̂9もArea H の産業内分業指数2ル£ 

とし1ルニ《 + ゐ2ル+2^とし，102産業について回帰式をあてはめた場合のび，，ゐをみると，上記の 

5 ケースともは正で22.13〜44.11の値をとり，みは1 より小であり，ijSfの方が☆ルより大きい正 

の相関を示していることがわかる。すなわち，Area I の産業内分業指数が高い産業はAfea I t  

も高いが，その値はArea .1の方が大きい。

表4 EEC 5 ケ国の域内と域外先進地域との産業内分業比較*

国
a b R

1962年 1972年 1962年 1972年 1962年 1972年

ff 32.62 44.11 ,436 .357 .474 .415
八 J  ノ

(6.478) (8.551) (5.356) (4.543)

フ ラ ン ス 42.64 68.37 .086 .060 .463 .075
(8.214) (13.292) (5.200) (0.751)

ベルギー.ルクセンプルグ 40.42 35.79 .449 .519 .502 .599
(9.562) (7.889) (5.768) (7.443)

西 ド イ 7 56.08 64.03 .053 ,120 .062 .136
(10.138) (11.368) (0.62の (1.370)

イ タ リ ア 22.13 30.86 .590 .547 .540 .563
(4.505) (6.077) (6.390) (6.322)

* i 産業のArea 

指数を, とし, 

I ,か

(域内）の産業内分業指数もか，Area fl (贼外先進地域）の産業分業 

の a, b, の値である。: a + b j6i 4- Ui

i … SITC 5~8類の3彬分類による102産業。 .

( ) 内は' value.

第3表と第4表から，EEC統合による広域市場の形成は，グルーペル.ロイドが1959年にすでに

加盟5 ヶ国の総賀易の30〜60%を占めると指摘した産業内分業を更に促した。次いで1960年代中頃

以降は域外共通関税の大幅引下げによって，アメリカ，イギリス，日本といった域外先進国からの 
(19)

工業製品輸入が増加し，域外先進国との産業内分業も同時に進行した産業内分業が域内諸国間で

盛んに行われているのは，第3表と第4表によって明らかである力;，域内で産業内分業を行ってい

注(1 8 )四ドイツの楊合1962ィP ,1972伴共にA r e a 1 と Area [[の逾業內分業指数の間に相関関係がみとめられないのは， 

西ドイツではぎi!業内分業指数の座-業間格差力*、Area I とAfea f l 共にきわめて小さいためではないかと考えられる 

(19) Balassa (1967年:）ま3. 2. Page 88.参照。

75(び 5)
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る産業は，域外先進国とも同様に行っている。しかも域外先進国との産業內分業指数が50以上の産 

業は，1962年から1972年にかけて加盟5 ケ国でいずれも増加し，域外との座業内分業の進展を示し 

ている6

次に5 ヶ国が主にどのような産業について産業内分業を行っているかSITC 3|fJ分類の102産業

をみてみ(̂ )。1972年の A r e aエという第3表でもっとも産業内分業指数が50をこえるケースの多

.い場合に0 いて国別にみる。西ドイツは，ゴム製品，木製品，紙，雄̂維，'非金属鉱物製品といった

軽工業品から，鉄鋼，機械，輸送用機械，電気機械といった重工業品まですべての産業にわたって
(21)

高い産業内分業指数を示し，産業間格差はきわめ'1：小さい0 ベルギーとオランダは，金属製品，機 

械，輸送用機械，家具:，衣料，はき物の産業内分業指数が高い。これらの産業は，フランスでも高 

い達‘業内分業を示す。加盟5 ケ国のうちもっとも産業内分業の進んでいないイタリアでは，金属製 

品，機械，’電気機械，輸送用機械の産業指数は高いが，家具，はき物，衣料は，他め国々より低く 

50以下である。1958年のE E C結成時のイタリアの関税4なt , 平均18‘7 % と5 ケ国中最も高く，域 

外共通関税率の設定によって，1968年には10.4 % と大幅に引下げられる。その結果，イタリアでは 

Area I, Area H ともに1962年から1972年にかけて産業内分業がみ，1972年には,：機械，電気 

機械，輸送用機械については，おおむね他の4 ヶ国と同じ水準になるが，差別的な最終消費財であ 

る家具，はき物，衣料については, 他の国より産業内分業は進んでいない。家具，はき物，衣种と 

>いった最終消費財への需要の多様化は，所# 水準の向上とともにおきる。従って，これらの産業の 

産業内分業指数が低いのは，イタリアが域内5 ケ0 のうちもっとも所得水準が低いことによるので 

<はす£いか。 .

このように1972年の Area I についての5 ケ国の産業内分業指数は，金属製品，機械，輸送用 

機械，衣料, はき物を中心に高い値を示している。またこれらの産業は，E E C 結成による域内質 

易創造効果のきわめて大きい産業で'あった。そこで次に，これらの産業での域内と域外との産業内 

分業を特にくわしくとりあげ，産業内分業と域内貿易創造効果との闕連を分街する。

■ 5. 経済統合効果と産業内分業

バラッ'Ih (1966年，1975年）は 『E E C 域内の工業製品質易の拡大は一般的にきえられているよう 

力:産業間の分衆ではなく，産業内分業の形をとるJ と述べている。前草までの分析結果もE E C の 

域内分業の方が対域外先進国との分業よりも産業内分業が進んでいることを示し， 業別では，金 

屈製品，輸送用機械，衣料，はきもの等の産業内分業指数が高い。これらの産業では，経済統合に

法( 2 0 )紙面の制め上，ことでは要《約のみにとどめる0 付-ま参照。

(21)鹿業内分業指数の産業ilii格差がきわめて小さいの力U%2年，I972キ汲びAreaしAreaIIについて西ドイツの特徴と 
なゥている6 '



'、iy

E E C における産業内分業の進展 ( 1 9 6 2年~ 1 9 7 2 ザ）

よる資易創造効果が大きいことがTruman (I976年)，Kreinin (1£>74年）等の研究から明らかにな 

っ ている。 ,

次に，このような統合による効果の大きい産養グルーズを選び，それぞれの産業の産業内分藥指 

数をSITC4祈について計測し，域外先進国と域内とでは，1962年から1972年にかけての変化に大 

きな相違がみられるかを検討する。’域内貿易創造の大きい産業で，ことに大きな域内産業内分業の 

比重増加があったかをみることによって，統合効果との関連を分析する。 .

経済統合効果の計測にはさまざまなこころみがされており，どのようなモデルがもっとも望まし 

いか，また各々の計測方法がどのような問題点をもつかについては，バラッサ（1975年)，ヴァドー 

ソ (I972年）にくわしい。本稿の目的は，経済統合の効果と1962年から年にかけての域内及び域: 

外との産業内分業の変化との関連を分析することにあるので，なるべく同じ期間の統合効果を座寒こ 

別に計測したものが望ましい。この点， トルーマン（I975年) の研究は，1960年から1968年のEEC 

5 ケ国の産業別の統合効果を域内供給，域外供給，国内生産と三つに分けて計測しているので，産 

業内分業との関速を分析するには好都合である。 ☆

トルーマンは，統合の貿易効果計測にもっとも一般的なシ'ェアー分析（Share .Approach)をもち. 

いる。国内総生産をP , 輸出をX とすれぱ，国内供給による国内需要部分はびニP - X , ■内消費 

(apparent consumption) C はがに域内加盟国からの輸入の^ と域外国からの輸入'ひ^を加えた.もの- 

である。

C；三/)d + のP + のW 

各供給源を国内供給のシェア……の》ニ ■DP/C 

域内加盟国シュア P S  ニ D " C  

域外国シェア w s = i r i c とすれぱ

ニ 1 である。

DS, P5, W Sが域内関税の撤廃と域外共通関税の水準によって変化したとき，これを統合によ 

る効果と考える。しかしの& は，輸入国における景気変動によっても影響される。従って景-

気変動に よる 国内需要圧力の影響を， 次のように:して取り除いて各々のシ- アの値を計測する。

各 シ a ：• ア 5 *は

iSt ニ CH + hi QDt + CfT + Uit ……( 1 ) i ニD, P, W

で美わされる。 , QDt……@ 内需要庄カ .

X ………年次，

Ut.........errar .

1953〜1968年までの時系列データから，（1)式を求め，次に，景気調整済のシCCア は ,-

重iSパ ニ'も + みf 水 + び .......(2) i =  D , P , W

— 77 {167)--
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で示される。 は完全雇用水準での国内需要圧力を示す。

(1),(2)式 よ り は

ニ + ゐf (Q£>* — Q£0 ……( 3 ) である。

® 内需要£E力 （Qの）は,ベルギー • ルクセングルグ， イタリア， オラソダでは，鉱工業生産指 

数の対数トレンドに対する比率，フランスでは鉱エ業生産指数の線型トレソドに対する比率，西ド 

イツでは実質G N P の対前年同月比をもちいている。

第 5表は，（3)式によって求めた各シciiァSD, SP, S W の1960年かち1968年への変化に，それぞ 

れ1968年の国内消費を乗じ，この期間中シCCアの変化によってどれだけ国内供給，域内加盟国輪入, 

或いは域外国輸入が増加或いは減少したかを金額で表わしたものである。ま.たカッコの中は，これ 

らの増加（或いは減少）額の潜在需要（Potential Demand)増加如に対する割合をパーセントで7パし 

たものである。潜在需要の増加額とは，I960年における *SjD, SP,  >51^が，それぞれ変化しないと 

仮定し，これに1960年〜19G8年の国内消費増加額を乗じたものである。従って，1960年の*SD, SP, 

に変化がなかった場合のI960年〜196a年の国内供給，域内加盟国輸入，域外ffl輸入め増加想で 

ある。すでにのベたように，1960年以降のSD, SP, 5 1 ^ の変化は，経済統合の結果であると仮定 

しているので，潜在需要の増加に対する比率は，統合効果によざ供給源シフトの割合をあらわすと 

考えられる。

トルーマンによる第5 表をみると，1960年〜1968年にすべての部門で国内供給から域内加盟®輸

表5 I960年〜1968年のシェア変化による供給源のシフト*

100万 米 ド ル ( ) 内は％

サブ.セクタ一
国 内 消 ‘ 貧 の 供 給 源

国 内 （Sの） 域内加盟国（SP) 域 外 国 (SW)

イ匕学およびゴム 一 528 ト  3%) 1,185 (105%) -657(~ 38%)

木 製 品 一 96 ト  3%) 206 (239%) ニ 110(- 31%)

紙製品および印刷 一 208 ト  2%) 356 (140%) 一148 (— 16%)

繊 維 一 901ト 15%) 870 (212%) 31( 1 1 % )

毛皮および皮华製品 一 24(- 8%) 13 ( 35%) 11( 3 8 % )

衣服およびくつ 一 1,011(-17%) 776 (340% 〉 . 234 ( 18 9%)

非鉄鉱物製品およびガラス 一 193(- 4%) 164 ( 65%) 29 ( 21%)

金 厲 一1,543(-14%) 934 (135%) 610 ( 91%)

金厲製品および機械 一 3,507(-11%) 2,619 (102%) 888 ( 38%)

輸送機械 一 574(- 7%) 687 (160%) 一113(- 23%)

その他製品 一 639 ト 31%) 376 (138%) 263 ( 107%)

出所：Truman〔1978〕p. 36.

I960年から1968年までの国内供給，城内供給，域外供給のシ;Cアシブトを推計し，1968年の国内檢供給に乘 

じたもの•
( ) 内はI960年の各シ: アが変化しないと仮定しI960ザ-ベ OeSrf]め国内総供給填による爾内供給，域内 

供給, 域外供給の增加額，すなわち播在需要ぢ1加に対する比率バーセント。 ’

一— / 8 ( 1 6 S ) ......... ...

一

-

-

-

-

-

-

-

-

-
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t 

二-
-
-
g
一=
=.̂
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- 
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E E  C における産業内分業の進展（1962年~1972年)

入へと供給減のシフトがおき，貿易創造効果があったことがわかる。このうち化学及びゴム，木M  

品，紙製品及び印刷，輸送機械では域外国のシュアは縮小しており，域内資易創造効果と貿易転换 

効果がみとめられる。しかし他の部門は，域内加盟国輸入の増大とともに域外国からの輪入シェア 

も増大しており，域外国についても資息創造効果のあったことがわかる。

域内加盟® の資易創造効果が，金額についても，潜在需要増加に対する比率についても，もっと 

も大きいのは衣服及びはきもの（340 % ),木製品（239% ) ,繊 維 （212% ),輸送機械（160% ) , 紙及 

び印刷（140% ),金 属 （135%)である。つまり，これらの産業部門では国内供給から域内加盟国輸 

入へと大幅な供給源のシフトがおこり，このうち輸送機械と木製品では域外国輸入のシCCアは縮小 

している。

これら6 産業は，ことに域内貿易創造効果が大きかったと考えられるが，次に賈易創造が域内諸 

国間での産業内分業の進展を伴ったものであったのかをみてみよう。これらの産業で，1962年から 

1972年にかけてA re a エと Area IE の産業内分業指数の上昇に，はたして大きな差異がみとめら 

れる力、，加盟5 ケ国について，より詳細な分析を行う。

貧易創造効果の大きV、6 産業は，それぞれSITC 2 祈の産業分類と，

る。

次のように対応すると考え

SITC 品目

1.衣服 . くつ…… 84, 85 8

2.木 製 品...... 63 10

3.繊 維…… 65 37

4.輸送機 械… 73 24

5.紙製品 • 印刷… 64, 892 17

6.金 Jf%...... 67, 68 47

次にSITC最初の2 祈ないし3祈が上記の：t 号であるSITC 4衍の商品について，産業内分業指 

数 を （I962年，I972年，Area I. Area f l ) 求めた。1962年から1972年にかけて産業内分業が特に域 

内で進行したかをしちぺるため，1962年から1972年への変化，すなわち1972年の産業内分業指数 

と，1962年のものとの差をみる。産業内分業指数は0〜100の値をとるので差は+ 100〜ー100の値 

となる。

第 1 図は，繊維，輸送用機械，金属の三つの産業に属するS1TC 4衍品目のま業内分業指数が，
(23)

1962年から1972年にかけてどのように变化したかを示すひん度分布である。1972年と1962年の;^業

法(2 2 )金厲は非鉄金属及び鉄i i。 •

( 2 3 )旧1は，摩-業内分業指数の変化を，国別，地域別，淹業別に比較するためのこころみである。産業内分業指数のひん 

度分- による分析は, グルーペル. f M ド（I975年）page 3アで試みられている。メル一 ペル. ロイドの分析は，商:業 

内分菜指数の水準を表わすのにひん庇分布をもちいたので，指数の変'化をまわした図とは港千與なる。図1では変化が 

0のものは除いたため, Aけa I とAreaIIの品1:1数に若キのちがいが生じた。 （ ）内はバーントを示す。
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!962牟 付 表 I E E G  5 ケ国の渔藥別，地城別産* 内分*指数

Area I Area ]]
S1TC

番ホ
BELG-

LUX
FRAf^CE ITALY

NKTHS
RLND

W-GKR
MANY

d E lG -
LUX

KRAN'CE ITALY
NETHE
RLKD

W-CEft

MANY

512 65.47 91.47 72.90 98.16 61.82 7 8 .2S 89.52 46.21 77.37 eo.47
513 96.49 97.40 81.36 46.26 04.30 84.07 9 4 .S i 8 6 .4d 67.24 57.38
514 74.98 69.78 35.73 34.39 30.60 45.66 69.85 93.61 73.67 M . I S
515 85.07 81.89 10.26 90.77 76.06 0 .00 82.89 0 .32 0.00 13.13
521 9&.77 52.31 23.38 9G.7G 87,07 30.54 50.65 5 .07 88.67 98.60
531 1.74 49.23 17 .a t 4 7 .SO 9,86 0 .52 34.74 11.13 0.00 63.10
532 90.00 86.03 74.01 67,60 7S.S9 80.66

49.22
19.47 33.66 31.49 7 .90

533 G2.43 47.14 15.08
63.61

58.52 52.69 28,87 15.52 96.97 5 0 .S9
541 44.10 93.50 68.54 67.73 30 .as 57-08 45.12 75.13 7G.37
551 27,04 76.73 68.98 78.25 23.20 28.39 31.52 46.70 71.19 51.33

9G.04553 62.03 18.72 27.21 69.27 87.38 5.21 7.54 29.21 45.20
554 75.11 60.12 4 .60 63.91 55.39 79.50 58.03 18.29 70.26 62.51
561 93.29 39.12 97.12 56.91 53 .9G 2.81 9 .63 G7.88 40.03 1.35
S71 &1.12 92,30 55.06 20.89 76.29 50.85 9 8 .8G 66.10 13.17 64.31
581 58.93 85.61 93.57 e i.9 4 54.16 54.17 66*00 89.76 90.79 6し33
599 47.52 76.40 23.22 74,90 72.23 60.06 93.27 19.19 87.80 95.11
611 93.40 19.2d 79.62 81.56 39.65 65.67 45.15 S6.81 54.87 9 し35
612 99.70 68,43 41.97 56,31 82.72 68.65 80.64 12,60 92.23 32,13
G13 91.84 98.12 12,04 40.16 77.05 74.00 99,60 39,53 32.23 95.77
621 60.92 91.31 95.27 67.30 5 9 .7G 18.51 54.60 55.36 29.80 49.64
629 76.16 71.56 96.32 96.04 81.74 80,92 64.59 73.48 88.97 97.64
631 57.30 33.19 38.50 40.23 54.19 19. CO 8 .77 14.04 49.02 80.91
632 5&.4S 77,92 35.27 46.01 84.69 84.32 65.87 22,97 88.78 86.99
635 16.75 15.70 3 .37 3 8 .aa 19.44 1 .83 26.88 i.2 5 60.89 81.43
641 94.69 79.92 47.38 90.49 85.97 21.80 23.36 18.76 49.20 35.15
612 65,37 88.78 75,80 82.26 78.38 58.71 72.CS 44 ；56 5 3 .6t 85.79
651 62.52 30.96 33.95 G8.77 27.14 40.81 29.66 29.14 61.94 7S.0S
652 79.80 4 6 .GO B9.C4 9 5 .8 i 68.66 17.50 54.52 52.65 38.09 56.16
653 7S.85 C3.65 Z4.67 77.55 45.05 37.19 62.86 3 1 .G8 80-01 9G .79
651 77.52 9 .14 19.41 5 6 .Gi 55*11 29.45 51.51 55,84 3 8 .5S 59.51
655 75,53 93.25 86.87 61.64 76.02 97.01 91.91 85.68 94.35 7»,06
650 30.03 93.84 45.06 Sし27 48.64 13*01 37.51 36,97 62.75 8し18
657 32.94 67.19 72.68 96.56 22.02 11.12 23.31 52.71 70.15 aa.CK)
661 27,30 59.22 65.70 7 ,10 91.91 11 a o 2 2 .SS 3 .68

S4.41
9 .93 74.15

662 98.55 53.94 94.11 81.37 73.39 51.03 68,71 3 .82 78.44
6G3 82.32 68.32 65.81 97.79 S4.50 37.20 41.72 44.48 15,35 91.57
6W 33.01 62.61 7 .e o 67.77 76.74 4,45 29.37 69.94 90.49 2し84
6&5 77.41 89.80 95.14 20.83 67.76 36.58 42,66 29.41 63.32 41.15
66<5 42.43 63.78 47.30 67,63 29.62 41.06 35.89 42.56 85.82 34 .G4
667 43.13 39.45 11.43 11.32 76.77 92.14 85.14 36.19 21.28 91.85
671 44.34 42.76 5 .55 8 .23

68.06
84.51 50.05 27.92 13.82 15.41 98.66

672 34.60 38.77 3,61 47.97 20.93 80.58 30.84 50.45 56.14
673 34.37 88.35 7 .50 17.<>2 84.73 8 .10 20.39 18.17 54.96 38.56
674 22.07 89.59 15.16 87.74 5^1.56 27.26 37.76 16.70 58.06 98,56
675 17.95 80.23 2 ,00 42.70 98.11 8 .25 84.48 7 .26 90.85 46.00
676 10.26 59.03 0 .00 4 .74 5.01 15.88 27.32 10.86 25.00 4 ,27
677 16.47 34.55 5 ,03 13.19 68.03 6 .69 76.49 i a . i 2 57.17 36.09
678 96.18 69.16 19.83 41.51 43.58 54.78 62,41 78.09 84.06 30.34
679 31*26 & i.2 l 39.70 27.93 76.74 10.29 90.91 89.81 32 .41 35.07
681 80.44 47.35 10.45 50.88 59.00

*82.40
47.25 44.83 16.00 72.03 82,81

682 20,3(5 34.22 5 .40 31*S5 94.82 25.41 6.56 26.11 87,19
683 40.50 62.22 6 .15 46.33 59.54 1.45 39.72 0 .40 17.99 34.23
684 60.07 2 6 .8S 24.62 61.46 92.72 66.88 43,72 28.02 82.53 66.92
685 27.38 14.14 4 .9S 58.92 S4.C6 73.48 11.23 4 .56 85.52 49.24
686 6 .34 6X.94 5 .62 72.31 23.99 17.15 5 .94

6 .86
0 .00

49.97 61.03 93.74
667
688

27,23
0 .00

0.79
0 .00

14.47
0 .00

22.44 34.72
94.21

20.89
0 .00

60.29
0.00

71.68 97.97
0 .00

689 50.10 42,91 89.13 65.65 55.26 10.86 55.^0 37.84 26.19 45.10
691 95*12 , 92,54 87.86 52.05 70,48 91.19 76.67 43.99 63.37 53.23
692 93.00 98 .56 79.38 72.93 70.89 80.04 67.08 62.79 95.43 46,76
693 30.91 61.29 81.22 20,56 64.26 6 .53 47,77 62.97 39.85 5 .97
694 84.51 63.99 51.51 •11.a t 27.44 51.11 fi2.?)2 90.14 63.79 52.23
695 64.24 77.30 36.94 54,00 29.90 40.71 33.87 27.11 36.80 64.23
696 12,55 98.16 88.17 97.70 55.31 3 .39 78.24 86.33 96.56 41.90
697 90.30 70 .32 85.13 91.75 47.41 91.00 65.49 29.25 9A.0A 46.60
6^8 84,56 85.95 73,41 51.50 41.10 77.13 67.66 92.81 65.90 40.55
711 89.96 95.16 8 2 .4G 

97.06
49.87 50.78 3 i.0 4 45.20 42.91 52.12 97.94

712 98.76 57.97 51.07 46.47 99.35 34.35 35.01 50.9-4 C6.82
714 25.40 92.92 74,54 90.29 93.12 9 .33 47.03 62.15 9 6 .6G 87.75
715 90.60 56.48 50.94 51.60 35.27 54.79 58.90 42.89 43.48 61.08
717 90,54 59.15 71.63 41.69 40.85 66.38 43.36 81.49 24.73 72.57
718 57.31 61.23 70.52 59.76 30 .7G 20.73 43.58 6G.75 54.28 62,43
719 66,57 69.02 56.71 53.54 35.37 63.66 46.58 56.08 44.76 61.00
722 7し32 92.47 37.23 56.93 43.21 33.61 42.13 33.37 48.85 51.15
723 92, S5 72.95 64,35 10.77 93.30 66,15 78.30 52.29 0 .34 55.04
724 69,19 ea.&o 96.77 0 .00 91.40 93A 4 67.56 42.67 0 .00 51.22
725 26.92 69,33 54.94 51.69 42.71 35.09 67.22 80.60 49.47 47.18
726 54.34 33,44 63.32 0 .00 40.56 50.65 46.66 60 .9】 0 .00 25.50

71.99729 72.34 99.98 47*56 42.27 64.12 11.56 45,52 35.72 30.25
731 83.37 88.19 3 .48 22-32 38.43 91.64 83.27 78.08 23.13 30.76
732 €8.32 72.04 7S.82 25.11 64.55 57.99 58.06 67.70 26.61 8 .72
733 75.20 48.90 61,19 67.53 80.01 84.70 53.25 18.17 75.24 32 .Od
734 61.64 33.42 62.56 86.36 38.62 36.15 77.71 4J.S1 27.24 9 .73
735 89.34 83.34 8し50 70.47 38.39 3 .56 24.03 90.96 40.21 18,77
812 76.94 98.06 43.49 94.08 60.80 58.22 63.08 57.42 89.14 89.19
821 92.22 41.78 89.58 96.10 65.66 73.61 82.63 26.41 90,44 75.41
831 33.89 8 0 ,OS 35.07 9 3 .G3 89.07 88.53 15,13 2.61 64.41 14.52
641 82.56 85.55 13.18 61.22 51.81 6<).01 26,36 11.49 98.68 94.33
842 7 9 .4S 2,50 40.54 63.14 30.80 81.82 3 .72 24.47 98.29 42.95
851 67,68 77.47 0 .86 63.00 22.75

28.d0
45.24 33.00 1.17 61.43 92.07

661 31.55 73.95 49.38 82.58 16.79 72,54 54.19 50.86 50.17
862 25.49 91.42 65.08 44.10 78.60 】3‘14 98.81

88.95
98.74 77.88 48.45

£63 42,00 99.84 6 8 .7G 31.68 40.10 36.58 87.65 20.31 62.41
8M 8,52 95.08 46.79 22.01 34.20 8 .92 93-85 37.66 20.95 78.44
891 83.37 71,45 82.37 16.67 42 .SO &3.14 CO .01 88.26 40.54 80.85
892 94.17 74.19 50. &5 75.07 67.36 82.25 05,98 77.56 65.47 5S.00
893 82.62 94,45 66.40 65.99 78.25 86.92 89.50 66.$6 70. G9 47.00

63.21894 40.61 96.98 60.55 59.74 81.07 49.62 <>2.91 76.88 37.25
895 24.43 77.07 77.86 43.98 17.76 n .2 2 45.59 85.07 67.39 34.53

79.54896 91.36 32.52* 51.92 S5.54 58.64 87.50 24.21 86.4：i 94.57
897 49.10 91.04 9 ,15 56.66 77,44 65.78 57.34 10.85 46.43 15.01
899 48.82 93.71 43.43 71.90 79.92 84.87 65.58 25.16 7し14 47.94

1972年

1

付表 I I E  E C  5 タ国の * 藥別 ,

Area 1
' 1

SITC

s らん
DELG-
LUX FRANXE ITALY

NKTHG
RLND

W-GER
MANY i

&12 88.76 66.73 50*81 65.29 99*73 1 1
513 78.51 75.41 30i77 73.94 es.so

I
514 83.03 90.24 &4 *2& 74.ri9 97.46
515 0,12 88.68 62.42 39,02 47.63
621 91.17 SO.90 58.21 53.08 49,6] 3g
&31 61,G8 74.77 13.30 00*32 24.45 1溶
532 83,65 90,49 20.74 25.26 36.27 9 1
S33 91.ら 2 eo.9i 77.02 m
M l 80.20 94.15 83.60 86.83

50.79
78.32 4 i

551 28.61 6-i.SS 93.54 45.00 2 1
553 89. C9 27.63 32,47 54.36 93.62 eM

s i i

m W

554 90.69 0 .̂47 19.99 89.93 47*62
5Gl 46.95 42.75 43.53 74.38 9S.32
571 68.67 62,41 70*95 52*07 98.27 a |
&81 87,28 7し70 78.87 67,02 94*67 9 |
599 89.42 92.40 34.38 83.^2 67.50 eh
6)1 83.19 48.40 C 6 .24 91.88 40.10
612 9l.$6 57,07 17.83 95,91 79.20
613 37.31 44.36 a 1,68

85:54
60.64 5$.82 7 1

621 82.64 99.04 36,14 94.70
629 84.08 76.S8 92.21 01.71 93.21 8： J
631 52.50 74.G5 16.60 36.02 58.37

i
632 91.C8 81.67 23.25 73.94 58*43
633 28.68 5し55 55.98 51.43 66.52 V

&U 86.17 85.05 9 5 ,ひ 7 87.74 94.44 3 §
642 92.43 71.40 97.54 85.53 80.27
651 93.70 89.74 71.51 91.43 76.83 9 ®
652 97.54 95.68 80,54 95.23 94,77 9 ®
653 82.28 *87.67 38.81 90.19 74.50 3 ^
654 9C.21 43.42 83.04 86.46 C3.04
655 73.62 93.23 77.99 96.34 91.08 6着
656 58,05

25.26
91.84 71*28 69.97 83.77 2教

657 40.62 59.56 93.76 49.81 m
661 39.25 99.46 7 .27 n .3 2 51.1C 3 ®
662
663

70.31 50.02 3 l,SH 84,64 99.30
89.79 97.70 98.75 91.15 94.47

664 43.08 65.94 99.71 71.21 €5.13
665 91.92 60.23 98.39 29.38 98.53
666 57.20 67.83 <)9.52 47.05 52.97 8殺
667 40.25 49.00 10.44 92.53 86.70 9 g
671 81.56 6し73 26.&8 61.41 80.71 55 I
672 59.69 47.36 32.19 45.71 81.23
673 27.35 67.29 76.0V 39.39 74.78 m
674 23.80 72.47 67.39 80.33 72.97 -3梭
675 29.41 84.22 42.08 66.75 89.56
676 41.03 66.36 3 .40 17.82 37.03 m i
677 21.79 61.75 23.03 42.85 91.05 M
678 90.00

63,81
82.73 78,69 54.12 62,17 9®

679 82.10 99.73 83.02 67.92 \w
68) 97,54 86.94 37.57 41.07

47.93
87*36

682
68S

27,91 47.28 59.69 80476 6勸
42.75 75.42 27,76 89.10 62.96 1譜

€34
685

83.89 94.49 64.54 69.33
94.07

96.59
50.95 64.37 0 .24 65.94 マ在き686 20.86 89.00 0 .90 71.20 55*32 m i

687 29.62 29.46 15.12 46.14 85.98 ャ遷f688 14.58 0 .00 4S‘73
689 41.65 91.38 81.30 69.24

94.00
62.89 !画eo l 97.67 96.05 44.87 97.69 o r a

692 97.69 81.00 97.54 75.82 S6.S9
693 24.25 99.47 57.66 31.14 81.94 M
694 77.70 57.20 66.4-1 73.11 61.87 e l l
695 65,83 77.71 59.87 80.99 51.92
696 37.09 36.55 82.29 83.72 45.18 m
607 60.78 75.95 30.93 81.07 93.30 9複
698
711

81.42 70.22 75.06 65.42 5$.93
35.15 76,81 88.23 63.41 53.62 3霸

712 60.17 65.53 88,48 SO.22 62.87 nm
714 63.14 98.19 05.79 93.67 84.27 6® J
715 76.66 42.71

52 .S3
88.39 59.47 41.19 7還

717 65.79 73 ‘ 10 71.79 39.73
71S 77.73 77.65 77.40 77.70 60.09

9^11719 68.4S 67.73 90.34 72.84 b a .o i 6̂ 1
722 87.62 98,73 55.35 71.38 66.41
723 82-15 91.49 94.27 7 .24 82.10

I I724 as.31 06.83 68.70 12.41 75.48
725 30.36 59.35 30.99 3d.89 82.88 4遺726 95.85

79.00
56.81 77.49 0 .00 62.09

729 89.85 73.60 77.50 79.60 4 l||
731 仏 97 &3.93 46.05 20.31 60.50
732 94.01 84.90 87.97 38,69 87.19
733 78.94 91.66 67,69 76.77 81.24 マ4 f734 86.49 89.15 61.59 79.57 93.28 29rff
735
812

32,45 40.91 9し53 37.60 58,73 24||
96.87 60.80 57.79 72,25 79.16

821 60.98 42.03 32.38 57.13 81.46 66||
831 48.63 99.B& 13.00 77.36 57.86 7灣8U 92.09 77.55 17.80 6G.44 53.81 7遭842 84.00 18.95 84.44 58.40 75.26
851 38.27 81.85 2.51 45‘46 24.16 97题
80】 52-7 プ 6-1.32 68.10 68.40 58.32
862 50.60 98.39 4 i .5 6 96.90 94,45 3遗
863
S64

62.43 75,16 5 i .8 3 43.88 25.56
18.OS 87.45 93.00 29.22 75.10 i l l

691 83.14 CO.Ol 88,26 40.54 80.85 6 i l i
$92 86.70 66.11 50.07 78.44 60.16 8 7 f l
803 90.70 78.35 49,34 67,40 78.45 8 1®
894 71.32 82.34 47.90 74.18 9S.88 7湖S9S 29.4-1 76.03 96.65 64.37 48.71 670
S96 93.89 41.67 86.76 83.16 65,05 88||
S97 53.43 95.79 6 .23 60.49 57.68

i
soo 60.49 97.30 94.23 88.68 *85.07

遗※め分築指数は，グルーペル•ロイドITst

1

1

1

1

1

I



ITALYFRANCEDELG-
LUX

Aroa ]

S!TC

番サ
8ELC-

LUX
FRANCE ITALY

NE1HE
H im

W-GER

MANY

512 8S,76 66.73 50.81 65.29 99.73

513 78.51 75.44 30.77 73.94 88.50
514 83.03 90.24 54,26 74,59 07 .4G

515 0 ,12 88.68 62,42 39*52 4 7 .G3

521 91,17 60.90 58.21 53,08 49.61
531 61.68 74.77 13,30 60.32 24,45
532 83.65 90.49 20,74 25.26 36.27

533 91.52 80.91 18.91 77.62 64.99
541 80,20 91.15 83.50 86.83 78,32

551 28.61 G4.88 93.54 50.79 4D.00

553 89,69 27.63 32,47 54.30 93.62
554 9G.69 59.47 19.99 89.93 47,61
561 46.95 42.75 43.53 74.38 95,32
571 68.67 6 2 .4 i 76.95 52.07 98,27
581 87.28 71.70 78.87 67.02 94,67

599 89.42 92.40 34.3ft 83.42 67.50
611 83.19 48.40 06,24 9し88 40,10

e i2 91.96 57.07 17.SS 95.91
C0.64

79.20

613 37.31 44.36 & t,6S 
85； 54

55.82
621 82.64 

&4 .OS
99.04 3G.14 91.70

629 76.58 92.21 91.71 93.21

631 52.50 74.65 10. <50 36.02 58,37
632 91.68 81.67 23.25 73.94 58.43
633 23. G8 51.55 55.98 51.43 66,62

641 86.17 85.05 95.97 87.74 94.44
642 92.43 71.40 97.54 86.53 80.27

651 93.70 89.74 71.51 91.43 76.83

652 97.54 95.68 80.51 95.22 94.77
653 82.28 *87.67 38.81 90.19 74.50
654 96.21 43.42 83.04 86.46 63.04
6&S 73.62 93.23 77.99 96, a i 91,93
656 58.05 94.84 71.28 69.97 83.77

05プ 2 5 .2G 40.62
99.46

59.56 98.76 49.81

66 i 33.25 7 .27 11.32 5し10
662 70.31 50.02 31.88 8 4 .Gi 99.30

663 89.79 97.70 98.75 91.15 94 .47
6G4 43.08 65.94 99,71 71.21 65.13

665 91.92 69.28 98.39 29 .3S 98.53
660 57.20 67.83 90.52 47.05 52.97
6G7 40.25 40.06 10.44 82.53 86.70
671 81.56 61.73 26.88 61.41 80.71

672 59.69 47.36 32,19 45.71 81.23
673 27.35 67•ゆ 76.07 39.39 74.7a
674 23.80 72.47 67,39 80.33 72.97
675 29.41 S i . 22 42.08

3 .40
66.75 89.50

676 41.63 66.36 17.82 37.03
677 21.79 61.75 23.03 42.85 91,05
678 90.00 82.73 78.69 54.12 62.17

679 63.81 62.10 99.73 83.02 67.92
681 97.54 86.94 37.57 41.07

47.98
87.36

682 27.91 47.28 59.69 80.76
683 42.75 75,42 27.76 89.10 62.9668i 88.89 94,49 64.54 69.33 96.59
685 60.95 54,37 0 .24 94*07 G 5 .9 i
686 20.86 89.00 0 .90 71.20 55.32
6S7
688

29.62 29.46
14.58

15,12
0.00

46.14 85 .9S 
46.73

669 41.65 9*1.38 81.30 69.24 62.89
691 97.67 96.05 44.87 94.00 97.69
692 97.69 81.00 97.54 75.82 86.59
693 24.25 99.47 57.66 3し14 81.94
694 77.70 57.20 66.44 73.11 61.87
695 65,83 77.71 59.87 80.99 51.92
696 37.09 36.55 82.29 83,72 45.18
697 60.78 75,95 30.93 8し07 93.30
693 81.42 70.22 75.06 65.42 56.93
711 35.15 76.81 88.23 63.41 53.62
712 66.17 65.53 83.48 80.22 62.87
714 63.14 98.19 95.79 93.67 84,27
715 76.66 42.71 83.39 59.47 4し19
717 65.79 52.83 73.10 71.79 39.73

60.0971S 77.73 77.65 77.40 77.70
719 6S.45 67.78 99.34 72.84 56.01
722 87.52 98.73 55.35 71.38 66.41
723 82.15 91.49 94.27 7.24 82.10
724 85.31 ee.83

59.35
68.70 12.41 75.48

725 30.36 30.$9 38.89 82.83
726 95.85 &6.81 77.49 0 .00 62.09
729 79.60 89.85 73,60 77.50 79.60
731 44.97 53.93

84.90
46.05 2 0 .3】 60.50

732 94.01 87.97 38.69 87.19
733 78.94 91.66 67.69 76-77 81.24
734 86.49 80.15 61.59 79.57 93.26
735 32.45 40.91 S L 53 37.60 58.78
812 96.87 60.80 57.79 72.25 79.16
821 60.08 42.03 32.38 57,13 81.40
831 48.63 99.88 13.90 77.36 &7.86
S4l 92.00 77.56 17.80 66.44 53.81
S42 84.00 】8 ‘95 &i.44 58.40 75.26
851 38.27 81.86 2.51 45.46 24.16
SCI 52.77 6 4 .3Z 6S.10 6d«40 58.32
862 50.60 98.39 44,56 96.90 94.45
863 62.43 75.16 54.83 43.88 25.56
se4 18.ba 87.45 93.00 29.22 75,10
891 83.14 60.01 88.26 40.&4 80.85
892 86.70 56.11 60.07 7a .44 69.16
693 00.70 78.35 49,34 67,40 78.45
SS i 71.32 82.34 47.90 74.18 dS,88
895 29.44 76.03 9 6 .S5 64.37 48.71
896 93.89 41.67 SG,76 &3,16 65.05
807 63.43 95.79 6 .23 60.49 57.08
899 69.49 97.30 94.23 88«63 '85.97

1972年 付表 n  E E C 5 ヶ国の虔藥別，地域別灌 * 内分*指数

'を祭め分をts数は. グルーペル. ロイド》式 I 1 」き ^ i-1 X100 >こよる,
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?̂

"w
sgss™

s;ss7;3  0
s®

®
s0

ss^.§sss;ss"§sg
s§s"s2

"s^ss5
s?s3

s§0
s:ssss?5

s£s?"

ssssgs

お

？S3
§
s
s
8
s
s
s
s
s
ls

s
s
s
s
s
n
.s

s
s
g
s
§s

s
s
s
§s

s
j;s

s
g
s
s

さg
g
sssss  

§s5
sgss^

ぶqŝ
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4

7

9

9

9

2

5

9

2

0

0

4

1

3

3

8

0
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15.76
63.95
81.20
82.60
78.64
44.64 
84.35
94.74 
68.87
75.46
87.82
77.03
65.30
75.30 
87.05
62.8a
73.31 
6 ,63

45.46
82.75 
0.00

58.50 
34.94
64.51 
51.73 
41.22 
24.29 
73.66 
92.69 
*54.75
84.09 
G0.71 
43,60 
2d.94
73.10 
25.12 
22*87 
50«25 
69*23 
96.33 
48.89
91.83
98.03
78.32
66 .za



1962 年 付 表 I  E E C  5 か国の進業別，地 域 別 産 業 内 分 *指 数

Area 1 Area 11
SiTC

番サ
-

LUX
FRANtE ITALY

NKIHE
RLND

W-GKR
MAHY

BELG-
hUX

FftAKCB ITALY
m v m ~ -

RしND MANY

512 65.47 91.47 72.90 98.16 61.82 78.28 89.52 46.21 77,37 80.47
513 96.40 97.40 8し36 4C.26 64.35 a i .0 7 94.54 86.48 67.24 57.38
514 74.98 59.78 35.73 34.39 80.60 45.66 69.85 93.51 73.67 4 i,1 8
515 85.07 81.89 10.26 90*77 76,06 0 .00 82,89 0 .32 0 .00 13,13
52t 96.77 52.31 23.38 96.76 87.07 30.54 50.65 5.07 S8.67 98.60
531 1.74 49.23 17.04 47.80 9 .86 0 .52 34.74 11.13 0 .00 G3.10
532 90.00 a6 .03 74.01 67,60 75.89 80,65 19.47 33.6(5 31.49 7 .00
533 62.43 47.14 15.OS 58.52 52,69 49.22 28.87 15.52 96.97 50.89
541 44 J 6 93.50 63.61 68.54 67.73 30.35 57.08 45.12 75.13 7G.37
551 27.04 76.73 €8.98 78.25 23.20 28.39 3 K 02 *1G.70 71.19 54.33
653 62.03 18.72 27.21 G9.27 87,38 S .2 i 7.&4 29.21 45.20 9G.04

62.61554 75.11 69.12 4 .60 63.91 55*39 79.50 58.03 18.29 70.26
561 93.29 39*12 97.12 56.91 53 .OG 2.81 9 .63 67.88 40.03 1.3S
571 64.12 92.30 65.06 20.89 プ G,29 50.85 98,86 66.10 13.17 64.31
581 58.93 85.61 93.57 64‘ 94 54.16 54,17 66 .OG 89.76 9 0 ,7d 61.33
599 47.52 76.40 23*22 7 4 .9G 72.23 60.06 93.27 19.19 87.80 93.11
611 93.40 19.25 79.62 8し56 39.66 65.67 45.15 96.81 54.87 94.35
G12 99.70 68,43 44.97 56.31 82,72 68.65 SO.64 12.60 92.23 33. i3
613 91.84 98.12 12.04 40,16 77.05 74.00 99.66 39.53 32,23 95.77
621 60.92 91.31 95.27 67.30 59.70 1 8 .&i 54.60 55.36 29.80 49.64
629 76.16 71.56 95.32 96.04 81,74 80.92 &4.59 73.48 88.97 97.64

80.0163) 57.30 33.19 38.50 40,23 54.19 19.60 8 .77 14.01 49.02
632 56.48 77.92 35.27 46,94 a i.6 9 84.32 65.87 22.97 8S.78 86,99
633 16.75 15*70 3.37 38.33 J9 .44 1 ,83 26.88 4 .25 69,89 81.48
641 94.69 79 ,92 47.38 90.49 80.97 2K8G 23.36 18.78 49,20 35,15
642 65.37 88.78 75.80 82,2(5 78.38 58.71 72.66 41.56 53. G1 85.79
651 62.52 30.9(5 33.95 63.77 27.14 40.81 20.66 20,11 61.91 75.08
652 79.80 46.60 89.(34 95.04 6 8 .G6 17.50 54.52 52. C5 3S.09 SG.16
603 78.85 63.05 24.67 77.55 45.05 37.19 62.86 31,68 80.01 9f5.79
654 77.52 9 .14 19.41 56.64 5 5 .U 29.45 S l .b i 55.84 38.58 50.51
655 7 5 .G3 93.25 86.87 6 し 6'J 78.02 97.01 91.94 8 5 .6S 91.35 7«.06
60G 3G.03 93.84 45.06 81.27 48.64 13.01 37-51 36.97 62.75 81,18
€57 32.94 67.19 72.68 9G.56 22.02 11.32 23,31 52.72 79.15 83,00
€6L 27.30 59.22 65.70 7.10 91.94 11.10 22.38 3.G8 9 .03 74.15
662 98,55 53.94 91.11 81.37 73.39 51.03 68.71 &1.41 3 .82 78.44
€63 82*32 68.32 65.81 97.79 84.50 37.20 41.72 44.48 15.35 01.57
€64 33.04 62.64 7 .60 57.77 76.74 4 .45 29.37 69.94 90,49 21.84
665 77.41 89.80 95.14 20. S3 67.76 36.58 42.66 29.41 53.32 41.15
666 42.43 63.78 47.30 67.63 29.62 4 4 .OG 35.89 42.56 85,82 34.64

91.85€67 43.13 39.45 11.43 11.32 76.77 92.14 85.14 3G.19 21.28
671 44.34 42.76 5.55 8.23 84.51 50.05 27.92 13*82 15.41 9S.6S
672 34.60 38.77 3.61 68.06 47.97 20.93 SO. 58 30.84 60.45 56.14
673 34.37 88,35 7.50 17.92 84.73 8 .10 20,39 18,17 54.96 38.56
674 22.07 89.69 15.16 87.74 84.56 27.26 37.76 16.70 58.06 98 .5S
675 17.95 80.23 2.00 42,70 98.11 8 .25 84.48 7 .26 00.85 46.00
676 19.26 59.03 0 .00 4 .74 5.91 15.86

6 .60
2?. 32 10.86 25.00 4.27

677 16.47 34.55 5.03
19,83

13.19 68.03 76.49 18.12 57.17 36,09
678 96.18 69.16 41.51 43-58 54.78 52.41 78.09 &4.06 30.34
679 31.26 84.21 39.70 27.93 76.74 10.29 90.91 89.81

16.00
32.44 35.97

681 80.44 47.35 10.45 50.88 59.00
*82.40

47.25 44.83 72.03 82.81
682 20.36 34.22 5 .40 31.85 91.82 25.41 6.56 26.11 S7.19
6S3 40.60 52.22 6 ,15 4G.33 59.54 1.45 39.72 0 .40 17.99 34.23
6S4 C0.07 26,88 24.62 61.46 92.72 66.88 43.72 28.02 82.53 66.02
685 27.38 14.14 4 .98 58,92 «4 .06 73.48 11.23 4 .56 85.52 49.24
686 6.3<i 61.94 5.62 72.31 23.09 17.15 5,91 49.97 61.03 93.74
687 27.23 0.79 14.47

0 ,00
89.13

22.44 34.72 20.89 6.S6 60.29 71.68 97.97
688
^ 9

0.00
50.10

0 ,00
42.01 65.65

94.21
55.26

0 .00  
10*肪

0 .00
55.90

0 .00
37.84 26.19

0 .00
45.10

691 95.12 92.54 87.86 52.65 70.48 94.19 76.67 43.99 63.37 53.23
692 93.00 9 8 .5G 79-33 72.93 70.89 80,04 6 7 .OS 62.79 90.43 46.76
693 30.91 61.29 81.22 20.56 64.26 6 .53 47.77 62.97 39.85 5 .97
694 84.54 63.09 51.51 41.04 27.44 51.11 82.92 90.14 63.79 52.23
695 64.24 77.30 36.94 64.09 29.90 40.71 33.87 27.11 36.80 ら4.23
696 12.55 98,16 88.17 97.70 55.34 3 .39 78.24 66,33 96.56 41.90
697 90.30 70.32 85-13 91.75 47.41 91.00 65.49 29.25 94.04 46.60
698 &i.56 85.95 73.41 51.56 41*10 77.13 67.56 02.81 65,90 40.55
711 89 .9G 9 5 . IG 82.46 49.87 50.78 31,04 45.20 42.91 52.12 97.94
712 98.76 57.97 97.06 51.07 4(5.47 99.35 34.35 35.04 50.94 G6.8a
714 25.40 92.92 74.54 90.29 93.12 9 .33 47.03 62.15 9 6 .6G 87.75
715 90 .GG 56.48 50.94 51,60 35.27 54.79 58.90 42.89 43.48 6 1 .9S
717 90.54 09.15 71.63 41.59 40.85 66.38 43.36 81.49 24.73 72.57
718 67.31 61.23 70.52 59.76 30.70 20.73 43.58 56.75 54.28 02.43
719 06.57 69.02 56.71 53.54 35.37 63.66 40.58 56.08 44,76 01,00
722 71.ZZ 92.47 37.23 5S.93 43.21 33.61 42.13 33.37 48.85 5し15
723 92.85 72.95 64.35 10,77 93.30 66.15 78.30 52.29 9 .34 55.04
724 69,19 86.50 96.77 0 .00 91.40 93.14 67.56 42.67 0 .00 51.22
725 26.92 69.33 54.94 51*59 42.71 35.09 57.22 8 0 .GO 49,47 47.18
726 64.34 33.44 63.32 0 .00 40.56

64.12
50.65 46,GG 60.91 0 .00 25.50

729 72.34 99.98 47.56 42.27 11.56 45.52 35.72 30.25 7し99
731 83-37 88.19 3 .48 22.32 38.43 91.64 83,27 78.08 23,13 30.76
732 68.32 72.94 76.82 25.11 64. &5 57.99 58.06 67.70 26.61 8.72
733 75.20 48.90 61.19 67,53 80 .0  J 84.70 53.25 18.17 75.24 32.09
734 61.64 33.42 62.56 8G.36 38,62 36.15 77.71 44.51 27.24 9.73
735 89.34 83.34 81.50 70.47

94.08
38.39 3 .50 24.03 90.96 40.21 18.77

812 78.94 98.06 43.49 CO. 80 58.22 63.08 57.42 89. U 89.19
821 92.22 41 .78 89.58 9G.10 65.66 73,61 82.53 26.41 90.44 75.41
831 33.89 80 .03 35.07 93.63 89.07 88.58 15.13 2.G1 64.41 14.52
841 82.56 85.55 13.18 6し22 54.«1 69.01 26.36 11,49 98.68 91.33
842 79.45 2 .60 40.54 6 3 ,M 30.80 81.82 3 .72 24.47 9a . 29 42.95
851 67.68 77.47 0 .86 03.00 2 2 .7S 45.24 33.90 1.17 01.43 92.07
861 31.55 73.95 49.38 82.58 28*00 IG .79 72.54 54.19 50.86 50.17
862 25,49 91.42 65.08 44.10 78.60 13.14 98.81 98.74 7 7 .8d 48.45
863 42.00 99.84 68.76 31.68 40.10 30.58 88.95 87-65 20.31 62.41
8&1 8.52 95.08 46*79 22.01 34.26 8 .92 93.85 37,66 20.95 78.44
891 ぬ .37 71.45 82.37 16,67 42,80 83,14 CO.01 88.26 40.54 80.85
892 94.17 74.19 50.55 75.07 07.36 82.25 05.58 77.56 65.47 58.90
893 82.62 94.45 66.40 65.93 78.25 86.92 89.50 66.56 70.69 47.00
804 40.61 96 .98 $0,55 69.74 81.07 49.61 02.91 76.88 37.25 63.21
895 24.43 77,07 77.86 43.93 17.75 11.23 45.59 35.07 67.39 34,53
896 91‘36 32 .52 ' 51.92 85.51 58.64 87.50 24.21 S6.43 94. B7 79.54
897 49.10 91.94 9 .15 5 6 .6G 77.44 65,78 5 7 .3 i 10.86 46.43 iG .d i
899 48.82 93.71 43.43 71.90 79.92 8 i.8 7 65.58 2 6 .IG 71.14 47.94
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1972 年 付表 I IE .E C  '5か国のを業別，地域別進藥内分*指数

Area 1 Are* II
SITC
番サ

BEtG-
LUX FRANCE ITALY NKT>JE

RLND
W^GER
MANY

BELG-
LUX FRANCE ITALY NETHE

RLNO
W-CER
MANY

512 83.76 66.73 50.81 65.29 99,?3 75,76 57.95 84.01 69,70 7G.43
513 78.51 75.44 30.77 73.94 88.50 51.28 9G.3G 82.22 51.34 54,78
514 83.03 90.24 - 54.26 74,59 97,46 69.12 77,49 93*^1 44‘9、
515 0.12 88.68 62.42 39.52 47.63 0.02 34.36 18.57 9.27 30,52
521 91.17 60.90 58.21 53.08 49.61 32,22 41.91 2<j.73 90.22 90.62
631 61.68 74.77 13.30 60.32 24,45 18.38 76.62 17.25 19.68 39.80
532 83.65 90.49 20*74 25.26 36.27 99,3a 34.20 6S,l4 7.92 19.13
533 94.52 60.91 18,91 77.62 64.99 79.45 65.13 32.16 93.32 52,62
541 80.20 94.15 83.50 86.83 78.32 49.18 43.58 76,91 57.8G 64,85
551 28.61 64.88 93.54 50,79 45,00 24.14 47.70 58.35 91.26 56,15
553 的.Gタ 27.63 32.47 54.30 93.62 63.20 20.79 70.51 37.60 68.59
554 96.69 59.47 19.99 89.93 47.61 88,87 79.74 36.81 43.70 53.25
561 46,95 42.75 43.53 74.38 95.32 18.65 90.79 C.14 16.93 23.51
571 68.67 62.41 7(5.95 52.07 93.27 84.05 00.05 9C.09 6.33 47.03
681 87,28 71.70 78.87 67.02 94.67 92.14 91,79 89.72 79.65 46.69
699 S9.42 92.40 34.38 ぬ.42 67.50 88.27 .87.75 S4-.77 88.0) 68.G7
611 83.19 48.40 66.24 9し83 40.10 97.50 29.20 74,08 76.22 68,82
612 91,96 57.07 17.8S 95.91 79.20 82,33 51.35 18.50 84.33 45*31
613 37.31 44.36 &4*63 

85.54
60.64 55.82 77.14 88.43 59.87 73-33 93.48

621 82,64 99.04 36.14 91.70 80,59 86.09 71.29 71.98
99,60

63.60
66.90629 84.08 76.58 92.21 01.71 93.21 83.38 30.23 26.03

631 52.50 74.65 16.60 36.02 58.37 39.0(5 62,93 3s.ia 80,59 S4.42
e32 91.68 8し67 23.25 73.94 58.43 85.16 59.26 29.77 75.17 90.02
633 28.68 51.55 55.98 5K43 66.S2 7.69 60,09 71.22 87,39 ^8.46
&41 8G.17 65.05 05.97 87.74 94,44 35.75 16.61 16,29 35.25 37.87
642 92.43 71.40 97.54 86,53 80.27 73.37 99.18 65.18 63.83 S7.^3
651 93.70 89.74 71.51 94.43 76.83 94.51 43.53 39.71 56.03 47.41
652 97.54 95.68 80.5-i 95.22 94.77 99.71 86.07 €4.27 44.80 69.08
653 82.28 *87. G7 38.81 90.19 74.50 32.G7 57.11 23.90 76.80 65.48
654 96.21 43.42 83.04 86.46 63.04 57.93 41.60 44.9S 36.60 G9.2Q
6S5 73.62 93.23 77.99 96.34 91.95 62.63 83.39 70,80 92.86 52«90
656 58.05 94.84 7し28 69.97 83.77 25.22 53.39 71.87 85.16 04.91
657 25.26 40.62 59.66 98.76 49.81 19-64 51.60 78.«7 88.SI 59.61
66i 39.25 99,4d 7.27 1し32 S I.16 36-46 S I.78 4.35 aS.78 71.09
662 70.31 50.02 31.88 84.64 99.30 38.20 67.57 39.35 42.13 96.20
663 89.79 97,70 98.75 91,15 94.47 82.61 56.36 98.69 70.97 79.54
664 43.08 65.91 99.71 V1.2I 65.13 10,23 67.57 61.27 95,21 4G.23
6&5 91.92 69.28 98.39 29.3S 98.53 44.01 26.76 21.45 38.43 63.33
666 57.20 67.83 &9.52 47.05 52.97 82.98 67.55 3a.41 58.77 5し11
667 40.25 49.06 10,44 92.53 86-70 94.95 S2.07 14.10 42.90 88.75
671 81.56 61.73 26.88 61,41 80.71 65,20 32.55 50.29 31.99 5^1.89
672 S9.69 47.36 32.19 45.71 81.23 80.17 61.37 26.45 35.90 96.74
673 27.35 67.29 76.07 39.39 74.78 15,53 22,95 96,95 42.25 54.24
674 23.80 72.47 67.39 80.33 72.97 36.22 42.70 91.80 26.52 03,07
675 29.41 e^.22 42.0ft 65.75 89.50 13.02 35.77

90.40
51.9S 88.94 58.93

676 41.63 66.36 3.40 17.82 37.03 18.65 70.54 41.20 Z1.4G
e?7 21.79 61.75 23.03 42.85 91.05 5.53 73.69 57*97 81.05 53.39
678 90.00 82.73 78.69 54.12 62*17 9S.36 71.16 66.52 61.03 42.90
679 03.81 82.10 99.73 83.02 67.92 1し72 38.48 69.39 71.43 24.04
681 97.54 86.94 37.57 41.07

47.93
87.36 30,80 8.16

47.88
7.39 5.10 5S.80

682
6fi3

27,91 47,28 59-69 80.76 68.28 21.05 82.33 99.90
42.75 75,42 27.76 89.10 62.96 13.07 42.43 0/34 94.39 38.37

684 88.89 94.49 64.54 69.33 9S.59 96.09 76.63 54.53 69.82 59.50
685 50.95 W.37 0.24 94.07 65.94 77.50 73.52 0.19 44.01 43.55
686 20.66 89.00 0.90 71.20 55.32 13.93 16.86 8.09 1,80 39,50
687 29.62 29.46 15,12 46.14 85,98 78.35 6.67 15,60 27.C8 30.43
683
es9 41.6S

14.53
94.38

0,00
81.30 69.24

46.73
62,89 13.80

0.00
©0.50

0,00
18.12 15.76

23.53
42.22

691 97,67 98.05 44.87 94.00 97.69 03.62 71.44 10,26 63.95 80.26
692 97.69 81.00 97.54 75,82 86.59 86.48 47.40 3&.46. 81,20 54.48
693 24.25 99.47 57.66 31.14 81.91 5.23 58.96 43.es

56,00
82.60 9.25

694 77.70 67.20 66.44 73.11 6し87 69.30 46.01 78.64 73.45
695 65.83 77.71 59.87 80.99 51.92 51.03 3a,65 62.56 44.64 77.45
696 37.09 36.55 82.29 83.72 45.18 9.93 92.22 50.78 84.35 69.23
697 60.78 75.9S 30.93 » し07 &3.30 94.74 46,01 27.46 94.74 60.47
693 81.42 70.22 75.06 65.42 56.93 64.59 74.08 68.96 68.87 49.52
711 35.15 76.81 88.23 63.41 53.62 36.42 48.08 56.15 75.46 83.60
712 66.17 65.53 88.48 60.22 62.87 76.28 66.94

63.51
77.03 S7.82 39,18

714 63.14 98.19 95.79 S3.67 84.27 60.53 99.64 77.03 90.22
715 76,66 42.71 88.39 69.47 41.19 75.62 42.43

87.21
94.29 65.30 58.21

39.45717 65.79 62,83 73.10 71.79 39.73
60.09

65.45 85.03 75.30
71S 77,73 77.65 77.40 77.70 97.98 81.6d 91.4d 87.05 47.89
719 68.45 67*76 99.34 72.84 56.01 53.01 55.03 96.44 62,88 60.78
722 87.52 98.73 55.35 71.38 66.41 70.59 81.99 64.40 73.31 60,90
723 SZA5 91.49 94.27 7.24 82.10 43.19 96,43 73.94 6«63 73.00
724 85.31 66.83 68.70 12.41 76.48 B9,07 49.36 76.66 45.46 75.04
725 30.36 59.35 30.99 38.89 82.88 46.37 86.69 12.03 82.75 35.15
726 95.85 56.81

89.es
77.49 0.00 62.09 92.71 89.91 77.47 0.00 35,76

729 79.60 73.60 77.50 79.60 4し44 63.11 64.80 66.50 85,2a
731 44.97 53.93 46.05 20*31 60.50 71.30 15.91 48.47 34,94 43.96
732 94,01 84*90 87.97 38.69 87.19 88.33 43.79 23.85 64.51 11.60
733 78.94 91.66 67.69 76.77 81.24 75.76 30.01 10,60 5し73 32.31
734 se.49 89.15 61.59 79.57 93.28 29.69 59.22 53.08 41.22 24.93
735 32.45 40.91 91.53 37.60 58.78 24.65 33.79 44.97 24.29 43.82
812 96.87 60,80 57,79 72.25 7S.16 64.78 64.51 37.49 73.66 79.71
821 60.98 42.03 32.36 5 ア，13 81,40 56,68 83.56 12.32 92.69

54.75
55.00

831 ^8 .63 99.68 】3 .90 77.36 57,86 78.37 29.13 3.04 40.86
8^1 92.09 77.56 17-80 66.44 53,81 73.74 39.13 13.63 84.09 肋 . 07
842 S4.00 18,95 S4.44 58.40 75,26 57.82 31.71 26.46 60.71 99.02
851 38.27 Sし86 2 .G I 45.46 24.16 97.75 20*95 0.&8 43.60 74.83
661 52,7'/ 64.32 68.10 63,40 66.32 28.33 64.32 74,23 28.94

73.10
84.58

802 60.60 08.39 44. &6 96 .W 94.45 31.71 49*24 64,65 99.35
8^3 62.43 75,16 64.83 43.83 25.56 55.63 01.35 8 L 6 6 25.12 62*00
864 18.08 87,45 93.00 29.22 75.10 12.41 87.03 61,07 22.87 8 0 .7»
891 S3.14 &0,01 88.26 4 0 .&4 80.85 61.51 68.22 88.79 60.25 95.59
fi02 eo.7o 56,11 50.07 7B.44 69.16 87,45 97.84 46.18 69«28 49.88
893 90.70 78.35 49.34 67.40 7S.45 S I AO 93.09 48.61 90.33 U A Z
891 71.32 82.34 47.90 74.18 93.88

48,71
77.21 85.67 63,78 

87 .<>7
48*89 99,85

895 29.44 70«03 96,55 64.37 67 .98 73,37 分1.63 60.41
896 03.89 41.67 86.76 63.16 65.05

57.68
68.18 26,44 86.63 

7 ,0ブ
98.03 65*70

897 63.43 05.79 6 .23 ^ . 4 9 72.35 41*77 78.32 6d.51
899 09.49 97.30 94.23 68.68 *85.97 76.42 98.11 77.15 66.28 87.60

を を 分 ® ffi数» , グルーペル ‘ ロイド» 式 I 1 I X 1 0 0 による.
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檢送读城オランダ(Areal:19, Arean：.20)

Area

(5.3)E 
(21.1) ^ ^  

( 4 2 . 1 ) ^ ^ ^ ^

100 90 80 h  60 50 A  ゴ0 10 

侧  ( 2 1 . 1 ) ^ ^

(5.3)E

(5.3)E

部 m
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^ ^ ( 2 5 )
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l o  20 30 40 50 60 70 80 90 100

^ ^ ( 20)
23(10)

^ ( 1 5 )

S ( I O )

'<%)

输送機城西ドイツ(Arqa1;■ 22, AreaII;24)

Aren 1 <9'1)E

《ね昭 
(27.3)P7///// 

(13.6)EZ 

100 90 80 70 M 50 40 30 20 10

< 2 2 . 7 ) ^ Z  
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Area 1
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Area
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内分業指数の差を縦軸に横軸に指数差が，それぞれ0〜20, 20-40, 40〜60, 60〜80, 80〜100をとっ 

た産業数が総の数うちで占めるバーセントで表わしたものである0 左侧がA r e aエ，つまり域内加 

盟国との産業内分業度化，右侧がArea H , 域外先進国との場合を示す。

図 1をみると， 3産業共に1962年から1972年にかけてArea I , Area I ともに産業内分業が

進んだことを示し，差がプラスとなるケースの方がJE倒的に多い。しかし指数の変化そのものは，
(24)

1962年と1972年の指数の差が0〜20%というものがもっとも多い。

産業別fこみると，繊維については，5 ケ国とも1962年から1972年にArea I とArea H で産業 

内分業が進んでいる。このうちA reaエの方が, Area H よりも指数の差が大きい産業が多いの 

は，西ドイツとベルギー♦ルクセンプルグであり，ニ地域間にほとんど差異がみとめられないのは, 

オランダ , プランス , イタリアである。

輸送機械も，§ ケ国ともArea I とArea I[ の雨方で産業内分業指数の上昇がみられる。この 

うちArea I の方が産業内分業が進展したと考えられるのはオランダとイタリァであり，西ドイ 

ツではArea I と Area H ともはぼ同じと考えられる力; ,ベルギー•ノレクセンプルグとフラン 

スでは，むしろArea H の方が指数の上昇した産業数が多い。

金属についても， 5 ケ国でArea I と Area H ともに産業内分業指数の上昇したケドスが多 

いが，A r e a lとArea I I との相違は，繊維と輸送機械の場合よジ更に小さい。明らかにAreal 

の方が産業内分業指数の上昇したケースが多いのはオランダのみで，他の4 ケ国でA re a lとArea 

IEの差ははとんどないといえよう。

このように，S I T C 4祈というかなり細かい業分類を行った場合でも，E E C 5 ケ国では1962年 

から1972年にかけて産業内分業指数の上昇がみられ，同一産業の製品が相互に取引され，産業内分 

業の総貿易に占める比重は増大している。同一産業製品相互取引の拡大は，域内貿易に限られたも 

のでなく，域外先進S との貧易についても同じような傾向がみられる。 . .

域内貿易創造効果の大きかった三産業で，特にArea I のみで産業内分業が進んだかは明らか 

ではなく,三産業ともA r e a lとArea n で産業内分業の進んだケースが多い。トルーマンの第5 

表で明らかなE E C での国内消費での国内供給シァの縮小と輸入シa:ァの拡大が，このような産 

業内分業を伴ったのは事実であろう。

6. 結 び

本稿は，E E C 5ケ国について経済統合の初期効果が，賀易，生産の雨® にあらわれる1962年から

注( 2 4 )図1が3廣菜にかぎられたのは他の3産業の品ロ数が少な< , このような分布として甲すには適当と考えられなか- 

たからである。図1は，軽工業品である雄雄，If(工業品である金属（鉄鋼及び非鉄金腐）.と輪送用機械とさつの與な

た タイ プの廣業を含み，このいずれにつV、てもSITC 4祈で座業内分菜の進展がみられる。
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E E C における産業内分業の進展（1962ギ~1972布)

域内関税の撤隐とケネディラウンドによ;̂ 域外共通関税の大幅引下げを経た1972年までの産業内分 

業の進展を分析した0 その結果は，先進エ業国間の分業が産業[>^分業という型態をとるというこれ 

までの，リンダー，バラッサ，グルーペル* ロイド等の研究結果を!？確認したうえで,次のような 

事柄を更に明らかにした。.

E E C 域内での産業内分業の比重は，I960年後半にも更に高まったが（第1ま，第2却 ，同特に進 

行した域外共通関税の引下げの影響から，域外先進地域との間でも産業内分業が進んだ。 SITC3 

祈の102産業のうち域内での産業内分業指数が50を超える産業数は，域外よりも城内地城の場合の 

ガが多い。しかし，域外先.進地城の場合でも，1962年から1972年にこのような産業の数はすべての 

,国で増加レ，産業内分業が多くり産業で進んでいることを示している（第3表)。

SITC 5類から8類という工業製品における産業内分業指数の方が, 1類から4類迄のものより 

高いが，工業製品での産業内分業は，単にリッダー仮説の指摘する差別的な最終?費財にとどまら 

ず，きわめて広範囲にわたり，多様な工業製品全般にわたって行われている（第5表)。その好例は， 

西ドイッであって1962年，1972年ともに産孽内分業指数の産業部門別格差が小さく，SITC 5類〜 

8類にかけて同じような産業内分業を行っている。西ドイツをのぞぐ他の®々では域内貿易やの産 

業内分業指数の方が域外先進国貿易の'場合よりも高いが，一般に域内賀易で指数の高い（低い）産 

業は，域外先進国資息の場合でも高い（低い)。

域内貿易と域外先進国貿易との相違は，1962年から1972年にかけて，ことに诚内贸易創出効果の 

大きかった産業部門を選んで分析した場合ですら小さい。力、なり細分化された産業部門についても, 

1962年から1972年クと産業内分業指数の上昇がみられるケースが多く，国内消費に占める国内供給 

の比重の減少と域内域外輸入の比重増加という賈易創造が産業内分業を件:いながら生じたもののよ 

うである（第1図)。 - 

E E C のこのような経験は，域内関税の撤廃が域外共通関税の引下げという域外貿易の自[il化と 

同時に進行するとき，域内，域外をとわず，かなり広脑囲の産業部門で産業内分業が進むことを示 

している。そして国内供給から，域内，域外輪入へと供給源のシフトがおき，工業製品貿易の據大 

がもたらされる。 E E C の 1972年までの産業内分業の進展は，交通，運輸，通信手段の発逮を背景 

に，MU •資本の自lilイ匕が生みだす先進諸国の新しい分業型態の展開に指針を与えるものであると

い え よ う 。 ■
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